
浅間から世界へ !!浅間から世界へ !!

元 三菱ラリーアート総監督 木全 巖 氏 が語る

日　時　2013 年 1月 31 日（木）　１８：００～
場　所　群馬県吾妻郡嬬恋村　嬬 恋 会 館 3F　
講　師　コルトモータースポーツクラブ（CMSC) 会長

　　　　木全　巖 氏
主　催　嬬恋村モータースポーツ推進機構
共　催　NPO法人M.O.S.C.O.  ・  浅間モータースポーツクラブ    　　　
後　援　嬬恋村・嬬恋村観光協会・ホテルグリーンプラザ軽井沢

1970 年浅間サーキットで走行テストを行う三菱ギャラン GS1970 年浅間サーキットで走行テストを行う三菱ギャラン GS1970 年浅間サーキットで走行テストを行う三菱ギャラン GS1970 年浅間サーキットで走行テストを行う三菱ギャラン GS

木全巖氏プロフィール

講演会講演会

入場無料入場無料

1960 年～ 1970 年代、海外ラリーへの挑戦を目指した自動車メーカー各社は、国内唯一の
超高速ダートコースであった浅間高原自動車テストコースで開発テストを実施。
三菱自動車も世界のラリーで優勝できる車輛を開発するため、浅間高原自動車テストコース
でテストを繰り返した。その成果は、1972 年オーストラリアで開催されたサザンクロスラリー
でのギャラン総合優勝で実証された。その後、初代ランサーも浅間でテストを繰り返し 1974 年
世界ラリー選手権で最も厳しいと言われたイースト・アフリカン・サファリラリー (ケニア )
に初出場で総合優勝、まさに浅間のコースから世界に挑戦したと言っても過言ではない！
当時の様子や出来事を開発の最前線で浅間を訪れていた木全氏に語っていただきます。

・ 1942 年 5 月 25 日生まれ。 　東京都出身 法政大学卒
・ 1964 年初めて JAF 公認ラリーとして開催された第 6 回
             日本アルペンラリー (4 日間で 2500Km を走行 )
             にブルーバード (P312) で出場、 総合 2 位入賞
・ 1967 年三菱自動車㈱の前進である三菱重工業自動車
             事業部とラリー出場ドライバー並びにラリー出場
             車両の開発に関する取り纏めとして契約
・ 1968 年コルト 1200S で日本人として初めて海外ラリー出場
             第 1 回アジアモーターハイウェーラリー ： ラオス～
             シンガポール (4,800Km) …総合 2 位入賞
・ 1974 年東アフリカサファリラリーに一人でケニアに出張
　　　　　　11 日間で出場車両を現地で製作、 三菱として
　　　　　　初めての世界ラリー選手権総合優勝を達成
・ 1974 年サザンクロスラリーに、 海外ラリーに初めて出
　　　　　　場する篠塚選手のコ ・ ドライバーとして出場
・ 1990 年三菱が世界ラリー選手権への本格参戦のため
　　　　　　チームミツビシラリーアート総監督として采配を振う
・ 1999 年～ 2002 年㈱ラリーアートのゼネラルマネージャー
　　　　　　として世界ラリー選手権に出場する〝マールボロ
　　　　　　三菱ラリーアート” の総監督を務め世界ラリー
             選手権で 4 年連続ドライバーズチャンピオンを獲得
・ 現在コルト ・ モータースポーツ ・ クラブ ( 総会員数約 800 名 )
　の会長を務め、 世界ラリー選手権 ・ アジアパシフィックラリー
　選手権などの審査委員として活躍中

★ 嬬恋会館内には１月２５日より講演当日まで当時の浅間サーキットの資料や写真
　を多数展示します。また、講演当日は当時の三菱ギャランのラリーカーを会場
　入口に展示しますので、早めにお越しになり展示物などをご覧ください。

1968 年浅間を疾走するコルト 1000F1968 年浅間を疾走するコルト 1000F1968 年浅間を疾走するコルト 1000F 1972 年サザンクロスラリー総合優勝のギャラン1972 年サザンクロスラリー総合優勝のギャラン1972 年サザンクロスラリー総合優勝のギャラン 1975 年サファリラリーを疾走するランサー 1600GSR1975 年サファリラリーを疾走するランサー 1600GSR1975 年サファリラリーを疾走するランサー 1600GSR

講演会についてのお問合せ先　嬬恋村役場観光商工課　TEL0279-96-1515



BICC Rally of Tsumagoi 2013 開催のご案内

     大前須坂線ギャラリーステージ
     SS7： 9:30頃から　SS12：15:00頃から
     観戦場所 ： 県道大前須坂線 ゴール付近 
     観戦費用 ： 大人１名 1,000円　
                           高校生以下無料
　 パルコール嬬恋ギャラリーステージ
      SS9：11:30頃から　SS10：14:00頃から
      観戦場所 ： パルコール嬬恋スキーリゾート
      観戦費用 ： 無料
　

２月２日(土)

　   　レイクサイドギャラリーステージ
     　  SS1：18:30頃から　SS4：20:20頃から走行
　       観戦場所 ： カンパーニャ嬬恋センターハウス
　       観戦費用 ： 無料
　

　

２月１日(金)２月１日(金)

BICC Rally of Tsumagoi はバラギ高原で観戦可能です。

夜のステージですが、ギャラリーコーナーに照明を設置しモンテカルロ
ラリーのような演出をしますのでご期待ください。
カンパーニャ嬬恋センターハウスでは暖かい飲物を用意してお待ちしています。
※駐車場は湖畔の湯の駐車場を利用し、観戦場所への移動は徒歩でお願いします。
    尚、ラリーカー走行時は駐車場と観戦場所への移動は制限しますので、観戦さ
    れる方はお早めに現地にお越しください。

※ラリー観戦は危険が伴いますので、係り員の指示等には必ず従ってください。

パルコール嬬恋

スキーリゾート

ゲレンデ

スキー場
入口ゲート

路上駐車厳禁
バラギ湖

国道144号

牧草地

牧草地

村
道

　野
地

平
線

アウ
ト側

進
入

禁
止

ロッジ グリーンフィールド

プチホテル　白樺

ペンション　エポ

プチホテル　アジル

徒
歩
通
路

徒歩通路

観戦者
駐車場

スキー客用
専用駐車場

バラギ高原観戦ステージ　バラギ高原観戦ステージ　
■大前須坂線ギャラリーステージ
　１回目(SS 7)　9:30頃から
　２回目(SS12) 15:00頃から
観戦エリア入場料:大人1名1,000円 高校生以下無料
駐車場の用意は有りませんのでパルコール嬬恋スキー
リゾートの駐車場より徒歩で移動してください。
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パルコールステージと大前須坂ステージ
の移動は徒歩１０分程度です。
深い雪の中を歩く場合が有りますので
長靴等をご用意ください。
尚、ラリーカー走行時間になりましたら
入場を制限しますのでご注意ください。
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SS7/12
県道大前須坂線

Omae Suzaka Line 
5.737km

SS9/10
パルコール

Palcall 
0.687km

■パルコール嬬恋スキーリゾート
　　　　　　ギャラリーステージ
　1回目(SS 9) 11:30頃から
　2回目(SS10) 14:00頃から
  観戦料・駐車料共に無料です。
　昼食や休憩はホテル内で可能。

嬬恋バラギ温泉
　　湖畔の湯

至 バラギ高原観戦エリア

バラギ湖

観戦エリア
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LakeSide Nitazawa  
3.314km
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レイクサイド観戦ステージレイクサイド観戦ステージ
2月1日(金)1回目(SS1) 18:30頃
　　　　　2回目(SS4) 20:20頃

無印良品カンパーニャ嬬恋センターハウス
では暖かいお飲物等を用意し皆様のお越し
をお待ちしています。

P

無印良品カンパーニャ嬬恋無印良品カンパーニャ嬬恋
センターハウスセンターハウス
レストランレストラン

観戦場所移動通路
（雪が深い場所が有りますので
  長靴等を用意してください。） 緊急車両駐車場

2月1日（金）~2日（土）に第7回 BICC Rally of Tsumagoi 2013が嬬恋村内で開催されます。ラリーカーの通過経路付近にお住いの
皆さまには、ご迷惑をおかけすることも有るかと思いますが、ご協力お願い申し上げます。

※大前須坂線の観戦ステージへはパルコールスキーリゾート
　駐車場より徒歩にて移動してください。

ラリー開催拠点でもある、ホテルグリーンプラザ軽井沢付近のプリンスランドでは
「嬬恋・浅間高原スノーフェスティバル」が開催されています。
会場では、さまざまなイベントや、出店も有り、1日ご家族で楽しむことができます。

●ラリーセレモニアルスタート
2月2日（土）午後1時頃より、スノーフェスティバル会場でセレモニアルスタート
を開催し、ラリーカーを1台ずつスタート台に乗せて、選手紹介などを行なった
後、1分間隔でスタートして行きます。

●ラリーカーデモンストレーションラン＆体験同乗走行
2月3日（日）午前10時30分より、会場内の特設コースにて、日本を代表するラリー
ドライバー達のデモンストレーション走行や、体験同乗走行を行います。
ラリーカーが雪の中で迫力ある走行シーンを是非この機会にご覧ください。

   ラリーについての詳細は　BICC rally of Tsumagoi 大会事務局　 TEL 0277-20-4633　ホームページ　http://www.n-mosco.com　からご確認ください。

嬬恋・浅間高原スノーフェスティバル ホームページ   http://asama-winter.jp 2012年新井敏弘選手のデモランの様子

2011年セレモニアルスタートの様子


